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シカは農林業にとって最大の害獣になってしまった
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農業被害面積の推移 （農林水産省資料）
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森林被害面積の推移 （林野庁資料）
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足寄 96.4%
（Suzuki et al. 1993）

房総*72.5～100%（浅田 1996）

五葉山*94.1%（高槻 1992）

球磨 92.2%（Koizumi et al. 2009）

福岡 78.3%
（池田2001）

弥山 77%
（金森ほか 1999）

南但馬 73.9-89.8%
（Koizumi 1992）

宮崎 78.3%（自然環境研究センター1998）

大分 90.2%（自然環境研究センター19987）

1才以上のメスジカの妊娠率 *：五葉山、房総は2才以上の妊娠率
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条件がよければ、シカは15～20％/年で増える
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シカ捕獲数（棒グラフ）の推移とメスジカの割合（折れ線グラフ）
（鳥獣関係統計，1948～2014年より）

戦後約60年メスジカの捕獲数を制限して保護してきた
捕獲数は60万頭近いが、メスの割合が60％ではシカは減らない
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1948メスジカ狩猟獣から除外

1994メスジカ狩猟獣指定（4道県）

1999特定鳥獣保護管理計画創設

2007メスジカ狩猟獣指定（全国）
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【環境省】捕獲統計から推定されるシカ個体数は350万頭
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10倍に増加
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林野庁
森林生態系多様性基礎調査
第3期調査（平成21～25年度）

全国13,357地点中2,890地点
（22%）でシカ害が発生

シカの採食により下層植生が
消失した天然林が増加
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人工林の経済的被害だけでなく
増える
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被害対策の考え方
被害対策を構成する３つの要素
• 個体数管理
野生動物と共存する（個体群を存続させ被害を低減させ
る）ために、個体数（生息密度）、分布域、群れの構造
などを適切に管理する。

• 生息地管理
野生動物の主な生息地（森林）を適切に整備して、農地
や集落への出没を減少させる。

• 被害防除
被害発生の原因と状況を把握し、適切な防止技術を適用
して被害の軽減を図る。
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林業の特性を考えると…

シカの生息地内で生産する

生産期間が長い

あらゆる成長段階で被害が発生する

天然林にも機能の発揮が求められて
いる

被害防除と個体数管理の両方が必要
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人工林を個別に守りたい
被害防除 ：防護柵の設置が有効
個体群管理：ワナによる捕獲が有効

人工林を団地で守りたい
被害防除 ：防護柵の設置（ブロックディフェン

ス）が有効
個体群管理：銃器による捕獲が有効

天然林を守りたい
被害防除 ：防護柵の設置（パッチディフェンス）

が有効
個体群管理：銃器による捕獲が有効
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ブロックディフェンスはほとんどメンテナンスフリー
山梨県南部町：設置時の増分（1.5倍）は3年で償却
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（森林総合研究所森林整備センター） 山梨県南部町 ９



パッチディフェンスによる造林地防護 （三重県大台町 宮川森林組合）
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パッチディフェンスもほとんどメンテナンスフリー
パッチの間をシカが移動できるため、パッチの中に無理に突っ込もう
としない
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静岡県農林技術研究所 森林・林業研究センター
http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-850/kenkyu24.pdf

森林における被害防除
設置方法（斜め張り）
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個体群管理の進め方
シカを捕獲することが管理の目的ではありません。
シカを捕獲して シカの数を減らす

林業被害を軽減する
森林の多面的機能を守る

ことが目的です。
これらの目標を達成したかどうか、を測定して評価します。
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捕獲は、シカに無用の苦痛を与えないのがルールです。
ワナ：少数の群れは散在する西日本では、くくりワナ、が有効です。
上記のルールに照らし、ワナは頻繁に見回り、合理的なとめ刺しを行いま
す。また、コンプライアンスに配慮し、錯誤捕獲への対応をあらかじめ決
めてください。
銃器：大人数による巻き狩りを不定期に実施するより、少人数による忍び
猟を一定期間実施する方が捕獲の効果は大きいです。

シカの捕獲をコーディネイトできる人材を
林業業界の中で育成することが大切です。
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